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【７月１３日】　市長の所信表明に対する質疑 

 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 ２番 

小川　明彦　議員　

重点政策２　「移動の不便の解消」について 

１　移動しやすいまちづくり宣言についての内容 

２　のりあいタクシーについて 

（1） 現状と課題（５台体制のうち、ワゴン型１台と車いす対応型１台の利用状況） 

（2） 課題解決に向けた改善策（財源を含む）とスケジュール 

３　あいあいバスについて 

（1） 現状と課題 

（2） 課題解決に向けた改善策（財源を含む）とスケジュール 

　４　今後ものりあいタクシーとあいあいバスの両方を運行していくのか 

　５　新たな施策とその内容について

①　市　長

 ５番 

昆　佳子　議員

重点政策1　「安心して産み、学ぶ力を育むまち」の実現 

　１　0 歳～２歳児の保育料無償化について 

（1） 無償化の対象人数と費用の見込み 

（2） 財源の確保について 

（3） 来年度からの実施とあるが、実施までの具体的な計画はあるのか 

　２　居場所の拡充・多世代交流のコミュニティのサポートについて 

（1） 拡充する居場所の計画はあるのか 

（2） 多世代が交流できるコミュニティのサポートとは何か 

　３　教育予算の充実を通じて地域全体で子どもたちを育む社会について 

　　（１）　教育予算の充実とは何か

①　市　長

 ６番 

川田　真也　議員

１　第１の方針　「タウンミーティング」のテーマや参加対象者の決定方法 

２　第３の方針　 

（1） 市長の考える「DX の推進」　「VUCA の時代」とは具体的に何か 

（2） 市長の考える長期的なビジョンと計画に基づいたまちづくりとは具体的に

何か 

３　重点施策１　 

他市に負けない手厚い教育・子育て支援とは具体的に何か 

４　重点施策２　 

市民意識調査において「住みにくい」と回答した方の半数以上が「交通の便が

悪い」との理由を挙げたが、どう捉えているのか 

５　重点施策４　 

（1） 　地場産業や市内企業のPR でどう雇用が進むのか 

（2） 　「市長給料の５０％削減」は、子育て支援や福祉予算などにどれくらい貢

献できると考えているのか

①　市　長

 ９番 

田口　さとる　議員

１　第１の方針「市民目線のまちづくり」について 

（1） タウンミーティング参加者以外の市民の意見を聴く場は設けるのか 

（2） 多くの市民が参加できる日時設定となっているのか 

２　第２の方針「市政の見える化と情報発信の強化」について 

（1） デジタルツールの苦手な方への配慮について 

（2） 情報発信には非常に神経を使うが行政効率は向上できるのか 

３　第３の方針　「時代に対応した持続可能なまちづくり」について 

（1） 　具体的な施策、特に経済、農業、開発に関する施策・重点政策は無いのか 

４　重点政策１　「０歳から２歳児の保育料無償化」について 

　　（１）　０歳から２歳児を保育園に預けていない方への支援について 

５　重点政策実現のための財源について

①　市　長
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 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 １２番 

中島　直樹　議員

１　大要「議員、職員と議論を重ね、基本理念を深め、より良いアイディアへ発展さ

せていきたい。二元代表制の一翼を担う市議会、市民一人ひとりにおいても、市

の未来をともに創っていただきますようお願い申し上げる。」との所信表明があ

った。にもかかわらず、所信表明の全体として、選挙で掲げた具体的な公約やメ

ディアで取り上げられた発言に全く触れられていない。その理由を伺う。 

２　重点政策３　小中学校への体育館のエアコン設置について 

速やかに進めるとしている。どのようなエアコンをどのような手法を用い、いつ

までに設置しようと考えているのか

①　市　長

 1 番 

駒宮　圭吾　議員

重点政策１　「安心して産み、学ぶ力を育むまち」の実現 

１　「安心して産み、学ぶ力を育むまち」では、住民記録があれば外国籍も対象とす

るのか 

２　合計特殊出生率の低下に歯止めをかけることについて 

　（１）　これまで歯止めがかからなかった理由 

　（２）　今後の具体的なアイデア

①　市　長

 3 番 

小林　誠弥　議員

1　基本方針２　「市政の見える化と情報発信の強化」 

（1） 　「市の財政状況や主要事業の進捗についてこれまで以上にわかりやすく

報告する機会を増やす」とあるが、わかりやすい報告の手法と具体的に機

会を増やす方法とは何か 

（2） 　「デジタルツールの活用、さらには DX の推進により、必要な情報を必要

な方へ確実に届ける仕組みを構築する」とあるが、具体的な仕組みの内容に

ついて 

2　基本方針３　「時代に対応した持続可能なまちづくり」 

（１）　「複雑化する地域の課題に対応することは困難」とあるが、複雑化する地域

の課題とは何か 

（２）　「持続可能なまちづくりとは、市民一人ひとりが当事者として、自律的に動

くことができる協働の土壌を育むことだと考えている」とあるが、自律的に動

くことができる協働の土壌とは何か 

3　重点政策１　「安心して産み、学ぶ力を育むまち」 

（１）　人口減少、そして合計特殊出生率の低下に歯止めをかけるためにも、教育

と子育てへの投資を最優先課題として位置付ける」とあるが、教育と子育て

への投資をすることで、人口減少と合計特殊出生率の低下に歯止めがかか

るのか。

①　市　長
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【７月１３日】　議案に対する質疑 
 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 ５番 

昆　佳子　議員

１　議案第32 号　令和8 年度羽生市一般会計補正予算（第3 号）補正予算の概要 

　（１）　自治体情報システム標準化事業　基金積立　56,025 千円 

　　①　システム標準化が困難となった理由 

　　②　システム標準化が遅延することにより住民サービスへの影響 

　　③　令和12 年度までの完了を目指すとあるがそのスケジュール 

　　④　令和12 年度まで国の財政措置が適用されるが市の負担はないのか 

　（２）　小・中学校校務ネットワーク整備事業　３４，１６３千円 

　　①　通信使用量の増大の原因 

　　②　校務ネットワークの整備内容とスケジュールの詳細 

　　③　整備期間の児童生徒への影響 

２　議案第３３号　羽生市長の給料の特例に関する条例 

　（１）　給料の月額１００分の５０にした根拠 

　（２）　期末手当を減額しない理由 

　（３）　影響額　２０，１８５千円（年間約５００万円）の使途の詳細

 

②企画財務部長 

 

 

 

 

③学校教育部長 

 

 

 

①市　長

 ６番　 

川田　真也　議員

１　議案第３２号　令和８年度一般会計補正予算（第３号） 

　（１）　自治体情報システム標準化事業　▲５６，０２５千円 

　　①　システム改修作業とは具体的にどんな作業なのか 

②　現在の AI特需による半導体高騰による影響で今年度中の作業が困難な

のか 

③　システム標準化が遅れることにより、今後実施したときに負担額が増える

のか 

　（２）　地区グランド夜間照明設備撤去工事及びコンクリート柱診断業務　３，４００千 

　　　　円 

　　①　事業費　３，４００千円の算定方法 

　　②　入札が２回連続で不調になった理由 

　　③　３回目の入札が不調になった場合の対応 

２　議案第３３号　羽生市長の給料の特例に関する条例 

　（１）　市長の給料を半減するにあたり市職員への影響はないのか 

　（２）　半減するのではなく、市長を退任後に寄附等の考えはないのか

 

②企画財務部長 

 

 

 

 

 

③生涯学習部長 

 

 

 

 

①市　長

 ９番 

田口　さとる　議員

１　議案第３７号　羽生市子ども・子育て支援会議条例の一部を改正する条例 

（1） 児童福祉審議会の目的とこれまでの開催回数について 

（2） 児童福祉審議会を廃止することによる問題点について 

（3） 子ども・子育て支援会議に一本化した後の委員と児童福祉審議会の委員とは

構成委員が異なるが大丈夫か 

２　議案第３８号　財産の取得について 

（1） 埼玉消防機械㈱の実績（全国、羽生市） 

（2） 入札において７者中、４者が辞退したことを市としてどう捉えているか 

（3） 第５分団との協議内容（財産の内容の決定に至った経緯） 

（4） 予定価格の積算概要と妥当性 

　　①　同程度の他市車両との金額の比較 

　　②　第５分団で現在使用している車両と同程度の装備を施した車両との金額の

比較

①健康福祉部長 

 

 

 

 

②消防長

 13 番 

島村　　勉　議員

議案第32 号　令和8 年度羽生市一般会計補正予算（第3 号） 

　道路新設改良事業　県自転車歩行者道整備事業負担金　11,500 千円 

（1） 事業の詳細と事業費（県+市）の総額 

（2） 市負担金の算定根拠

①まちづくり部長
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 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 １番 

駒宮　圭吾　議員　

議案第３２号　令和8 年度羽生市一般会計補正予算（第3 号） 

　生活保護判決対応給付事業44,230 千円のうち、事業費42,240 千円 

　生活保護判決による生活保護費負担金 

　（国負担3／４）31,680 千円、（市負担1／4）　10,560 千円で生活保護費の

遡及支給は、セーフティーネットの機能として適当であるか

①健康福祉部長

 ８番 

野中　一城　議員

議案第32 号　令和8 年度羽生市一般会計補正予算（第３号） 

　１　PMH医療費助成対応システム改修等について 

　　・　PMH 医療費助成（障がい者自立支援・重度心身障がい）対応システム改

修　3,328 千円 

・　PMH 医療費助成（子ども医療費・ひとり親家庭等医療費）対応システム改

修　3,312 千円 

　　・　健康管理システム改修　2,574 千円 

（1） 　PMH 医療費助成システムの詳細について 

（2） 　医療費助成オンライン資格確認自治体システム改修等事業費補助

金（国1／2）とデジタル基盤改革支援補助金（国10/10）との違いに

ついて（内容・補助率） 

　２　地域密着型サービス整備事業　60,148 千円 

（1） 地域密着型サービスの内容について 

（2） 助成事業者名とサービスの概要について 

（3） 事業者への助成までの流れについて 

（4） 公的介護施設等整備事業補助金　60,148 千円の詳細について 

①　施設整備分（施設建設費等）　41,500 千円 

②　開設準備分（備品購入等）　18,648 千円

 

①健康福祉部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　健康福祉部長

 １１番 

柳沢　　暁　議員

１　議案第32 号　令和8 年度羽生市一般会計補正予算（第3 号） 

（1） 小・中学校校務ネットワーク整備事業　3,416 万3,000 円 

① 業者の選定 

② 小・中学校統一したネットワークが必要なのか 

③ ランニングコストは増えるのか 

２　議案第34 号　羽生市部活動地域展開検討委員会設置条例 

（1） 　国の方針に基づいて、この時期に議案を上程しているのか 

（2） 　部活動地域移行はいつを目指しているのか 

（3） 　市民公募をしない理由は 

３　議案第35 号　羽生市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例

の一部を改正する条例 

（1） 　どのように変わるのか具体的な内容について

 

①学校教育部長 

 

 

 

学校教育部長 

 

 

 

②企画財務部長
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【７月１４日】　市政に対する一般質問　 

 

 

 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 ７番 

小野田　和男　議員

１　団体への補助金について 

（1） 補助金交付基準について 

（2） 補助金交付団体からの収支報告書等の確認について 

（3） 令和2 年度と令和7 年度の補助金交付額の相違について 

（4） 補助金交付団体の事務局を市が担っていることについて 

（5） 今後の補助金見直しの方向性について

①企画財務部長

 ３番 

小林　誠弥　議員 

１　はにゅうスポ・レクフェスタの充実について 

（1） 過去３年間の参加者数の推移と成果分析について 

（2） イベント内容の充実による参加促進について 

（3） 今後の方向性について 

２　羽生市が所有する高木の維持管理について 

（1） 高木の状況把握と維持管理について 

・剪定、伐採に関する基準 

（2） 今後の維持管理の方向性について

①生涯学習部長 

 

 

 

②まちづくり部長

 １番 

駒宮　圭吾　議員

１　国保税滞納対策と外国人対応について 

（1） 国保滞納対策 

・ 　特別療養費資格確認書とその他のペナルティ策 

・ 　滞納金の取扱い 

（２）　外国人対応 

　　・　滞納金の取扱い 

・  出入国在留管理庁との連携 

２　市内公共施設に設置されている EV 充電器について 

　（１）　設置後の実績と検証（利用実績、市民の利便性向上、環境負荷の低減など） 

　（２）　今後、継続していくのかとその意義

 

 

①　健康福祉部長 

②　企画財務部長 

 

　　　　〃 

　　　　〃 

③　経済環境部長

 ５番 

昆　　佳子　議員

１　介護従事者の処遇改善と業務負担軽減の対策について 

（1） 羽生市の介護従事者の離職率と離職の主な原因 

（2） 市内の介護事業所や従事者の現状と課題 

（3） 市独自の処遇改善支援についての必要性と導入の可能性 

（4） 業務負担軽減対策として有償ボランティア事業の活用について 

２　シニアｅスポーツの導入について 

（１）　シニアｅスポーツに対する市の見解と導入について 

　　・　大学等との連携の可能性

①健康福祉部長 

 

 

 

 

②健康福祉部長
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【７月１５日】　市政に対する一般質問　 
 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 ６番 

川田　真也　議員

１　小中学校教育施設における火災安全対策と避難誘導体制の総点検について 

（1） 避難計画と避難訓練 

（2） 廊下が使えない場合の一時避難と救出 

（3） 教室設備・電気機器等の安全管理と一斉点検

①　学校教育部長 

②　消防長 

 １２番 

中島　直樹　議員

１　認知症高齢者等の徘徊・行方不明対策を強化すべき 

（1） 認知症高齢者の行方不明の発生現状について 

（2） 既存施策の利用実績と課題について 

（3） 次世代技術（スマート技術・ＡｉｒＴａｇ等の活用）の導入について 

（4） 民間事業者との連携による「地域見守りネットワーク」の網の目拡大について 

（5） 認知症高齢者等個人賠償責任保険制度の導入について 

２　行政情報の発信・伝達体制を強化すべき 

（1） 高齢者のデジタル機器の普及率や利用実態 

（2） 広報誌、ＨＰ、公式ＬＩＮＥ等で熱心に発信しているものの、その情報を必要

としている「届きにくい層（高齢者、独居世帯など）」へ届いているかの検証 

（3） 公民館を拠点とした「伴走型」デジタル支援の拡充について 

（4） 地域の「目」と「手」を借りた支援 

民生委員やケアマネージャー、社会福祉協議会や地域包括支援センター、郵

便局や地域の配送業者などと連携し、見守り活動と同時に「重要なお知らせ

（給付金や健康診断の案内など）」を直接手渡したり、声掛けを行ったりする

体制の構築 

　（５）　将来的な展望 

行政の効率化のためのデジタル化は必要不可欠。それが市民の「情報格差」

や「不利益」に繋がっては本末転倒。デジタル化を進める今だからこそ、誰一

人取り残さないための「情報保障」が必要。今後の情報発信において、デジタ

ルとアナログの最適バランスをどう構築し、高齢者の命と暮らしを守っていく

のか。

①健康福祉部長 

 

 

 

 

 

②健康福祉部長

 １０番　 

西山　丈由　議員

１　ふるさと納税について 

（1） 羽生市のふるさと納税の現状について 

① 過去５年間の寄附受入額と件数及び流出額の推移について 

② 流出額及び必要経費を含めた収支状況の推移について 

③ 他自治体に寄附を行った羽生市民の控除対象者数及び控除額の推移に

ついて 

（２）　返礼品の充実について 

　　　①　現在の返礼品の登録状況及び人気の返礼品について 

　　　②　ふるさと納税による経済波及効果及び新たな返礼品の開発について 

（３）　寄附募集の取組について 

①　羽生市の情報発信や PR 活動の現状と課題について 

（４）　制度の課題と今後の方向性について 

①　市として、ふるさと納税を今後どのような行政戦略として位置付けていくか 

①経済環境部長 



7

 

【７月１６日】　市政に対する一般質問 

発 言 議 員 件 名 ・ 要 旨 答 弁 者

 ９番 

田口　さとる　議員

１　令和８年5 月24 日執行の羽生市長選挙について 

（1） 選挙期間前に様々な活動が行われた件について 

① 　選挙期間に関する法律との整合性に関する見解 

② 　どのような行為が許され又は許されないのか、基準について 

③ 　誰が判断、管理しているのか。当該活動に関する監視等の実施 

④ 　選挙の公平性に与える影響について 

⑤ 　今後の選挙に向けての周知や対応について 

（２）　今回の選挙の分析・検証について 

２　羽生市の災害対応について 

（1） 　6 月3 日の台風6 号の対応と 6 月16 日の地震対応について 

①　自主避難所・災害警戒本部設置の基準・要件・決定の経緯 

②　自主避難所・災害警戒本部を設置したことによる効果・成果 

③　地域振興課の動員人員、他の部署の動員人員、物資、費用 

（２）　災害対応の検証について

①　選挙管理委員会

書記長 

 

 

 

 

 

 

②　総務部長 

 

 

 

 

 発 言 議 員 件　　名　　・　　要　　旨 答 弁 者

 ８番 

野中　一城　議員

１　LINE を使った道路等損傷通報システムの導入について 

（1） 　市民から道路、公園の修繕依頼のあった件数について（過去３年間） 

（2）　修繕依頼のあったもののうち完了した件数について 

（3）　修繕未完了の件数及びその後の対応について 

（4）　LINE を使った道路等損傷通報システム導入の見解について 

２　「耳で聴くハザードマップ」の活用について 

（1） 　「耳で聴くハザードマップ」の機能について 

（2）　周知方法について 

（3）　周知方法の改善について

①　まちづくり部長 

 

 

 

 

②　総務部長

 １１番 

柳沢　　暁　議員

１　残骨灰に含まれる貴金属の取扱いについて 

（1） 　現在の取扱いについて 

（2） 　貴金属売却の見解について 

２　メールでの通知による郵送費の削減について 

（1） 　特定健康診査勧奨通知の郵送件数と費用について 

（2） 　導入の見解について 

３　住宅用防犯カメラ補助金について 

（1） 　抽選の当落の公平性について 

（2） 　抽選で落選者への予算措置について 

（3） 　今後の住宅用防犯対策補助金の実施について

①　総務部長 

 

 

②　健康福祉部長 

 

 

 

 

③　総務部長

 １３番 

島村　　勉　議員 

１　羽生市の主要施策に対する市長の考えについて 

（1） 羽生市は今後も単独行政でいくのか（消防行政も含めて） 

（2） 世界キャラクターさみっとｉｎ羽生を今後も続けていくのか 

　（３）　羽生インターチェンジ前の開発についてどう考えているのか

①　市　　　長 


